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1 前島伸一郎
埼玉医科大学
国際医療センター
教授

高齢者における展望的記憶の障害と日常生活
活動に関する研究

共同 50

2 谷勝良子
高知大学
医学部
医員

高齢者の性的逸脱行動と高齢者ケアにかかわる
専門職員の身体的・精神的健康に関する検討

共同 50

3 鈴木啓子
名桜大学
人間健康学部
教授

一般医療機関を利用する高齢患者による攻撃
的行動への効果的ケアに関する研究
ー熟練看護師を対象とした参加観察および面
接調査を通してー

共同 50

4 菅谷泰行
関西医科大学
ドイツ語教室
准教授

高齢者の段階的年齢区分の妥当性と偏差に関
する老年言語学的検討
ーライフストーリー・インタビューに表れた
主観的世界の構成と言語特徴に着眼してー

個人 50

5 小池高史
横浜国立大学大学院
環境情報学府
大学院生

「認知症であること」の相互行為的達成
ー認知症高齢者介護場面の会話分析ー

個人 46

6 野村祥平
ルーテル学院大学大学院
総合人間学研究科
大学院生

地域における高齢者のセルフ・ネグレクトに
関する研究
ー地域包括支援センターへの事例調査結果の
概要ー

個人 50

7 荒木晴美
富山福祉短期大学
看護学科
講師

介護体験と介護者自身が最後を迎えたい場所
との関連
ー訪問看護ステーション実態調査よりー

共同 50

8 岡林春雄
山梨大学
教育人間科学部
教授

認知症高齢者は、若者との関わりによってど
のように変容するのか

個人 50

9 目黒道生
鏡野町国民健康保険
上斎原歯科診療所
歯科医師

高齢者施設における医療職種の人材配置と入
所者の低栄養状態との関連性の研究
ー多職種連携の状況と栄養状態との関連性に
ついてー

共同 47

10 石坂信和
大阪医科大学
第３内科
教授

高齢者において腹部肥満が糖・脂質代謝異常
のﾘｽｸを増大しているかどうかの検討

個人 50

11 堀籠はるえ
北海道文教大学
人間科学部
講師

高齢者の性
ー社会活動への意欲と参加への影響ー

個人 50

12 島内晶
明治学院大学大学院
心理学研究科
大学院生

虚記憶課題を用いた「記憶の誤り」に関する
加齢の影響

個人 50

13 工藤禎子
北海道医療大学
看護福祉学部
准教授

有料老人ホームに引っ越しした高齢者の適応
のプロセス

個人 50

14 上白木悦子
九州大学大学院
医学研究院
大学院生

高齢者（特に判断能力を欠く者）に対する医
療と代諾
ー質問紙調査とそれに基づく代諾の可否、お
よび代諾の要件･手続きに関する考察ー

共同 50

15 山影有利佐
筑波大学大学院
人間総合科学研究科
大学院生

高齢者の社会参加活性化による成長促進プロ
グラムの検討
ー対人不安減少によるアプローチー

共同 50

16 池田恭敏
茨城県立大学
准教授

高齢障害者の退院支援と退院後の問題発生か
らみた在宅復帰支援の評価

共同 50
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